
基本課題１　男女共同参画を推進する教育・学習の充実（課題１～３）

課題１　学校等における男女平等の精神をはぐくむ教育の充実

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

1

保育所、幼稚園
等の指導計画
及び事例の点
検と改善

行事、遊びの指
導における事例
確認のための職
員ミーティング

子育て支援課

職員ミーティングを開催し、行
事や遊びの指導において性
別による固定意識を植え付け
ずに指導した事例を取り上
げ、指導方法について定期的
に確認をする。
【目標値】
職員ミーティング年２回実施

・発表会や運動会の日程
は、なるべく父親・母親とも
参加しやすいよう、土曜日
に設定した。
・あらかじめ仕事の日程調
整ができるよう、年間行事
予定表を入所式で事前に
配布した

【評価理由】
全保育所におい
て、年2回ミーティ
ングを実施

A A

2

小中学校の指
導計画について
男女共同参画
の視点からの見
直し

男女平等教育
の実践活動へ
の支援

学校教育課

学校訪問時に具体的な事例
などを紹介しながら、男女平等
の視点から教育活動を見直
し、改善を図るように指導・助
言を行う。
【工夫すること】
男女平等の視点を具体的に
示しながら教育活動見直し・
改善への意識の高揚を図る。
【目標値】
市内の全小中学校（33か校）
で指導を行う。

学校訪問時、指導主事が
各校の教職員に次のことを
指導している。
（市内小中学校33校中11
校実施済み）
① 発達段階に応じた性指
導の実施
② 男女平等意識を育む人
権教育の実施
③ 男女平等の視点による
教育活動の見直し・改善

【課題等】
教職員の男女平
等意識を高め、教
育活動の見直し・
改善への意識を
持続させるため
に、引き続き教職
員への指導・助言
を行っていく必要
がある。

A A

H23年度の審議会における意見・評価

1



課題２　男女共同参画意識を高める様々な学習機会の提供

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

3
男女共同参画
意識の普及

男女共同参画
に関する各種研
修会等への参
加推進

市民窓口課

市民に各種研修会等へ参加
を呼びかけ、人材育成を図
る。
・10月のヌエックへの参加呼び
かけ

※施策No26より変更

【実施時期】
平成23年10月22日(土)
【参加者】
3名(女性3名)

震災の影響で実
施時期が8月から
10月へ移動になっ
たためか、参加者
が尐なかった。参
加者の増加のた
め、周知に努めた
い。

C

日時・時間、
PR方法を再検
討いただき、
参加者の増加
に努めていた
だきたい。

C

4
学習参加者の
市民活動への
参画の支援

市民活動団体
に関する情報の
提供

地域経営課

セミナー等の受講者が実際に
活動につなげていけるよう情
報の提供等を行っていくととも
に、セミナー時に合わせてア
ンケートを実施し市民活動へ
参画しているかを調査する。
【工夫すること】
受講者の市民活動に対する
やる気を引き出したり、参画を
促したりするよう心がける。

【事業名】
地域づくり応援塾2011
【実施時期】
平成23年10月～12月
【内容】
講座ではまちづくりに関す
る初歩的なスキルの習得と
ともに、まちづくりに関心の
ある者同士の交流とネット
ワークの拡大を図り、すで
に行っている活動の拡大、
またはまちづくりへの参画
を促進する。
【参加者数】男性１６人　女
性５人　計２１人

【評価理由】
男女の参加者に
差があったため

【課題等】
実施に男女差が
生じる内容はな
かったものの、参
加者に男性が多
かったので、女性
の参加者増加を
図る。

B B

H23年度の審議会における意見・評価
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Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

4
学習参加者の
市民活動への
参画の支援

市民活動団体
に関する情報の
提供

市民窓口課

セミナー等の受講者が市民活
動につなげていけるよう情報
の提供等の支援をするととも
に、セミナー受講後、アンケー
トを実施し市民活動へ参画し
ているかを調査する。
【工夫すること】
ひとひとフォーラムの際に、パ
ンフレット等で市民団体の紹
介を行う。

ひとひとフォーラムのパン
フレットにて市民団体の紹
介を行う。
また、女性のためのステッ
プアップ講座の事後アン
ケート(3か月後)を実施し、
市民活動への参画を確認
した。
実施時期：2月
回収率：63%（30人中19
人）
受講後の市民活動への参
画：5名

【評価理由】計画
通り実行した。講
座受講後、市民活
動に参画した受講
生を確認した。

【問題点・課題等】
アンケートの意見
を受けて、次年度
の計画を検討して
いきたい。

A A

H23年度の審議会における意見・評価
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課題３　メディアにおける男女共同参画の推進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

5
メディアを読み
解き発信する能
力の育成

「メディア・リテラ
シー講座」の実
施

市民窓口課

【内容】新聞やテレビなどメ
ディアからの情報を批判的に
読み解き活用する能力を向上
させるため講座を新潟県女性
財団と共催で開催する。
【講師】未定
【実施時期】12月
【工夫すること】
より多くの方に来ていただくよ
う、広くＰＲする。
【目標値】
「大変よかった」「良かった」の
割合が参加者の80％以上

【計画変更有】
日時：2月25日(土)
講師：石川伊織さん
会場：三条東公民館
【参加者】22名(内男性8名)
【目標値】
「大変良かった」「良かっ
た」の割合83％

【評価理由】
目標値は達成した
ため

【問題点・課題等】
参加者を増やす
ため、周知や講演
会名を工夫する

A A

広報さんじょう記
事における性別
による固定的役
割分担イメージ
解消

政策推進課

広報さんじょうで掲載するイラ
スト等について、性別による固
定的役割分担をイメージされ
ないように選択する。
広報紙作成業務委託先業者
がイラストを作成する場合は、
性別による固定的役割分担を
イメージされないイラストにする
よう、事前に指示する。
＊刊行物の作成にあたって
（職員用手引）を参考とする。

【計画変更有】
【実施時期】平成２３年度
【実施対象】広報紙作成業
務委託先業者
【内容】広報紙作成業務委
託先業者がイラストを作成
する場合は、性別による固
定的役割分担をイメージさ
れないイラストにするよう、
事前に指示した。
※　イラスト作成は業者が
行うため、実施対象者を業
者のみにした。

【評価理由】
校正時にイラスト
を確認することで
確実に実施でき
た。

A A

男女共同参画
の視点に立った
広報紙、出版物
等の確認

市民窓口課

広報紙や出版物等について、
男女の人権を尊重した適切な
表現であるか確認し、必要に
応じ指導助言する。

広報紙等で不適切なもの
はなかった。

A A

6

市の作成する広
報誌・出版物等
における性差別
につながらない
表現の推進

H23年度の審議会における意見・評価

4


